
Ⅰ. はじめに

19世紀に活躍した造園家ジョン・クローディアス・ラウドンによると､ 本来英国に自生した

樹木と灌木は約200種に対して､ 17世紀には海外から約1000種､ 18世紀には9000種の植物が英

国に紹介され栽培された (�������1854)｡ 17世紀後半から18世紀前半は､ 地中海沿岸の南ヨー

ロッパやトルコなどの温暖な国々から園芸先進国のオランダを経て新しい珍しい植物が多く英

国にもたらされた｡ さらに南北アメリカ大陸､ そしてアフリカ大陸やアジアから多くの外国産

のエキゾチックな植物が英国に移入された｡ これは､ ヨーロッパの人びとにとって未知の植物

を求めるプラント・コレクターと種苗業者の精力的な活動のおかげである｡ 英国に集められた
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近代英国のガーデニングとモラル

ジョン・クローディアス・ラウドンとジェーン・ラウドン夫妻の思想と実践からの考察
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キーワード：１. 英国､ ２. ガーデニング､ ３. モラル､ ４. ジョン・クローディア

ス・ラウドン (1783－1843)､ ５. ジェーン・ラウドン (1807－1858)
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要 約

ジョン・クローディアス・ラウドン (1783－1843) は､ 外国から英国に新しく移入されたエキゾチッ
クな植物について新しい植樹スタイルや造園方法の提案を行った｡ さらに､ ラウドンは富裕層から庶
民まであらゆる人々を対象に､ 住居の快適さとまわりの自然環境を生かした新しいライフスタイルを
提案し､ デザインし､ 実際のプランとして示した｡ 人生の後半では､ ラウドンは､ ジェーン (1807－
1858) という伴侶を得る｡ 才能ある小説家でもあったジェーンは､ ジョン・ラウドンのもとで､ 園芸
作家としての才能を開花させる｡ 本稿ではラウドン夫妻の実践を紹介し､ どのような哲学とモラルが
あらわれたのかを考察する｡ ラウドン夫妻はどのような園芸の実践によって人間は幸福になれるかと
いう問題を探求した｡ ラウドン夫妻にとって園芸デザインにかかわる仕事は都市やいなかに居住する
人びとの幸福な生き方をいかに追求できるかということと結びついていた｡ かれらの庭園や都市のデ
ザインはモラルの実践の場所であった｡
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エキゾチックな熱帯性の植物は､ 冬には暖房施設で温度管理された温室などの室内で大切に栽

培された (������1969；白幡, 1994；��	
���
��2000；2004；2010)｡

ラウドンによれば､ 17世紀には外国から英国に移入されたエキゾチックな植物の新種に最大

の興味を持って栽培したのは､ 園芸・植物学に関心のある医学・薬学関係者､ 牧師などのキリ

スト教会関係者､ 貿易商人たちであって､ その地域で最も裕福な階層ではなかった｡ それに対

して18世紀になると､ このような外国からの新種､ 珍種､ 異種交配の植物の収集に熱をあげた

のはその地域で最も裕福な地主たちとなった (�����
�1854：54)｡ さらに19世紀になると､

ラウドンは ｢外国産か自国で改良された様々な木や灌木を全く植えていないようなモダン・ス

タイルの邸宅は､ 趣味よくレイアウトされているなどと絶対に主張できない｣ とまで言ってい

ると英国の歴史学者キース・トーマスは紹介している (トーマス, 1989：318)｡ 英国は､ ヨー

ロッパの中では北に位置し､ もともとの植生は､ 貧弱であったが､ 19世紀には､ 世界中から紹

介された豊かな外来植物にかこまれていた｡

最新流行の園芸を追求する財力のない貧しい人びとや都市の労働者も､ 熱心に草花を育てた｡

トーマスによると園芸の趣味によって人びとは品性やモラルを高めることができるという考え

が社会にひろく行き渡っていた｡

園芸には､ 貧しい労働者を教化する力があると信じられ､ 人をわが家につなぎとめ､ 几帳

面さと優雅さのたしなみをひろげてゆくと考えられていた｡ ……手入れのよい田舎屋の庭

は､ 眺めも美しかったが､ 社会的満足を再確認する象徴でもあった｡ ……花卉展を催せば､

農民のモラルの向上につながるだろう (トーマス, 1989：354�355)｡

トーマスがのべるように園芸の思想と実践はモラルと結びついていた｡

一方､ ラウドンの活躍した英国では､ 18世紀後半以降進行した産業革命を経て､ 世界ではじ

めて工業化をとげた都市では環境の悪化がみられるようになった｡ 首都ロンドンには地方出身

の工場労働者やドックで働く港湾労働者があふれた｡ 19世紀のロンドンでは､ 住民が暖房のた

めに使用する石炭の燃焼からでる煤煙やスモッグなどの大気汚染､ テムズ川の水質汚染､ 都市

に住む工場労働者や港湾労働者の人口過密やかれらの貧困による劣悪な住環境が社会問題視さ

れた (メイヒュー, 2009；1992)｡

これに対して労働者の健康的な生活を確保することは国力の充実にもつながるとオクタヴィ

ア・ヒルなどの社会改革家たちは労働者たちが休憩し､ 健康を促進し､ 新鮮な空気を吸い､ レ

クリエーションのために活用する緑のあるオープンスペースを確保するため運動した (中島,

2005：57�64)｡ 都市の大気汚染などの都市問題はロンドンの都市化とともに進行したが､ その

対策として都市の中に植物を植樹することにより緑のスペースをつくることは有効であると議

論された｡
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ラウドンは､ 外国から新しく移入されたエキゾチックな植物について新しい植樹スタイルや

造園方法の提案を行った｡ さらに､ ラウドンは富裕層から庶民まであらゆる人々を対象に､ 住

居の快適さとまわりの自然環境を生かした新しいライフスタイルを提案し､ デザインし､ 実際

のプランとして示した｡ 本稿ではラウドンの実践を紹介し､ どのような哲学とモラルがあらわ

れたのかを考察する｡ 人生の後半では､ ジョン・クローディアス・ラウドンは､ ジェーンとい

う伴侶を得る｡ 才能ある小説家でもあったジェーンは､ ジョン・ラウドンのもとで､ 園芸作家

としての才能を開花させる｡

Ⅱ章では生涯をかけて有用性と美の両立の探求を行ったラウドンの思想と実践について､ １)

ラウドンの園芸家としてのキャリアのはじまり､ ２) 園芸デザインを通してのモラルの実践：

�) 温室をめぐって､ �) ラウドンの多岐にわたる活動：園芸雑誌の発刊､ 樹林園から庭園墓

地のデザインまで､ ３) ピクチャレスクを超えて：庶民の住宅改良について紹介する｡ Ⅲ章で

はジェーン・ラウドンの視点からジェーンがどのようにジョンとパートナーとして生き､ ジョ

ンから受け継いだ思想を実践したのか､ １) ジョンと出会うまでのジェーンの作家としてのキャ

リア､ ２) ポーチェスター・テラスでのジョンとの生活､ ３) 合理的に生活を楽しむための思

想と実践について考察する｡

Ⅱ. 有用性と美の追求：ジョン・クローディアス・ラウドンの思想と実践

１) ラウドンの園芸家としてのキャリアのはじまり

メラニー・ルイーズ・サイモ��������	
�����
	の 『ラウドンと風景�����������������

���������������� ��������������!�"#$%&�#%'&』 (1988) によりながら､ ラウドンの人生を

簡単に紹介しよう｡

ジョン・クローディアス・ラウドンは1783年にスコットランドのエディンバラの南西にある

村キャンバスラング(�
)
����*(ラナークシャー����+,�-�+�) で農家の７人兄弟姉妹の長子

として生まれた｡ かれは幼少時から父親の働く農場ケルズ・ホール.�+��/���を手伝った｡

同時に､ かれ専用の小さな庭園スペースを父からもらい､ そこに自分で新しい種を取り寄せて

は蒔き､ 栽培方法についての本を読み､ 植物の成長をスケッチし､ 庭園のデザインを考え実践

するのがかれの幼少時の楽しみであった｡ 学校へ上がってからも､ かれは植物学と科学が大好

きであった｡

11－12歳のときラウドンは近所の植物栽培業者�
+��+0
��で風景式造園家���1�2�3�*�+4

1���+であり当時の最新技術であった温室についての専門家のジョン・マワー5	-���6�+に

弟子入りした｡ かれはマワーのもとで研鑽をつんだが､ マワーが1798年に亡くなった後には､

エディンバラのリース・ウォーク���7-8��,にあるディクソンズ・アンド・シェイド商会

����+�9:�2,�	����1�-�1�という園芸業者の徒弟に入り､ ディクソン家に住み込みながら温

室を中心とした園芸技術の習得を続けた｡ ラウドンは週に２晩は強いグリーンティを飲んで徹
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夜をするほどでかれの勤勉さはディクソン一家を驚かすほどであった｡ ラウドンは休みの時は

故郷の父の農場で勤勉に働いた (�����1988�4)｡ このころのラウドンは何でも学び調べ尽く

そうと言う知識欲につき動かされていて､ かれはエディンバラ大学で学ぶようになった｡

当時のエディンバラ大学の知的状況は理想的であった｡ エディンバラ大学にはラウドンと同

じように学ぼうという気持ちの高いスコットランド人同胞の学生が集まっていた｡ かれらの多

くは､ 農家や職人の子弟たちで身分的にはつましかったが､ かれらはみな科学的な知識欲につ

き動かされてエディンバラに集まってきた｡

ラウドンはアンドリュー・コベントリー教授�	�
����	
��	��������	�の授業を熱心にう

け､ しだいに教授からも認められるようになった｡ コベントリー教授は､ 農業畜産管理学

�������	�､ 植樹学��������､ 造園学��	������そして装飾的農業学�	����������	������	�を担

当していた｡

なかでも装飾的農業学では､ ウィリアム・ギルピン�������������､ ユヴェデイル・プライ

ス��������	���､ リチャード・ペイン・ナイト ����	������!�����､ ハンフリー・レプトン

"����	� �����といった当時の高名な風景論者の考えを参照しながら授業が進められた｡ ウィ

リアム・ギルピン､ ユヴェデイル・プライス､ リチャード・ペイン・ナイトは､ 当時新しく生

まれたピクチャレスクという考えの提唱者であった｡

ピクチャレスクとは18世紀の英国において生み出された新しい美の規範である｡ ピクチャレ

スクの発生は18世紀に貴族の子弟たちがおこなったグランドツアーと呼ばれるイタリア旅行に

さかのぼる (本城, 1995；岡田, 2010；�������1996)｡ 英国の貴族たちがグランドツアーの

目的地ローマで夢中になってみたものは多くの古代遺跡の廃墟であった｡ かれらは廃墟のある

風景に美しさを発見した｡ 英国

の貴族たちはグランドツアーで

みたイタリアの風景を描いた風

景画を買い求め､ カントリーハ

ウスの壁面に飾った｡ 英国人の

間ではとくにクロード・ロラン

の描いた風景画に人気が集まっ

た｡ クロード・ロランは ｢中景

に暗い樹木が茂り､ 遠景に明る

いカンパーニャの眺望が開ける

といった種類の､ 比較的おだや

かな風景｣ (川崎, 1991) を得

意とした｡

ピクチャレスクとはクロード・
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図１ ピクチャレスク愛好者の芸術家が好んで訪れ､ 詩や絵画に
よく描かれた英国西部ワイ川流域にある修道院の廃墟ティ
ンターン・アビー (橘セツ撮影)



ロランの絵画に見られるようなある特定の絵画美を指していた｡ ユヴェデイル・プライスはピ

クチャレスクを ｢荒々しさ､ 複雑さ､ 不規則性を特色とする小規模な風景で､ 鋭い対照と多様

なる色合いに満ちたもの｣ と定義する｡

18世紀の英国人の廃墟好きは､ 廃墟を描いた絵画を室内に飾ることにとどまらず､ 廃墟のよ

うな装飾的建造物を新たにカントリーハウスの庭園に建築するまでに及んだ｡ さらに英国内に

多く存在していた廃墟が ｢発見｣ され､ ピクチャレスクツアーが盛んになった｡ ピクチャレス

ク愛好家たちは､ 英国西部ワイ川流域にある修道院の廃墟ティンターン・アビーを好んで訪れ

た｡ ティンターン・アビーはピクチャレスク愛好家たちに多く描かれ詩に詠われた｡

カントリーハウスの庭園の風景管理の側面においても､ 邸宅を広大な地所の中でこれみよが

しに誇るようなランスロット・ブラウンの提案するような風景式庭園に対して､ 邸宅をクロー

ド・ロランの描く風景画にあるような暗い樹木林の中に隠して､ 遠望できないようにするよう

なピクチャレスクな風景管理がユヴェデイル・プライスやリチャード・ペイン・ナイトらから

提案された｡ 当時のカントリーハウス所有者の知識人の間ではどのような風景管理が品位やモ

ラルの観点からよいのか多様に議論された (ダニエルズ, 2001；��������	
��
1998)｡

ラウドンの師事したコベントリー教授は､ いなかの改良においては､ たとえ風景の好みがめ

まぐるしく変わるという状況であっても変化しない ｢耐久性をもった経済的な考え｣ を持つこ

とが重要であると主張した｡ それは有用性�	���	�という概念にかさなる｡ 農場経営者にとって

｢最も有益なもの｣ が ｢最もすばらしく装飾的なもの｣ となることが理想とされた｡ 美しさが

有用性をそなえ､ 有用性が美しさに結びつく｡ ラウドンはこの哲学を生涯かけて追求した｡

２) 園芸デザインを通してのモラルの実践：

�) 温室をめぐって

ラウドンは美と有用性についての理論を実践にうつした｡ この過程をかれの温室の開発を例

にみてみよう｡ かれは11－12歳の頃マワーに弟子入りしたころから温室の技術開発に携わった｡

マワーは1794年にボイラーから蒸気を発生させて温室 (パイナップル栽培用温室��������､ ピー

チ栽培用温室��
�������､ ブドウ栽培用温室 ��������) を暖房するという新しい方法を実験

し始めたところであった｡

ラウドンはマワーに師事しつつ､ コント・ラムフォード����	�������やウォルター・ニ

コル�
�	�������などの温室技術についての先駆者の著書に学びながら､ 光､ 熱､ 土壌､ 水､

空気といった要素に重点をおいた温室の有用な技術の確立に励んだ｡ ラウドンは新しい技術で

ある板ガラスや鉄骨などの組み合わせを考案した｡ ラウドンによって光あふれる温室がはじめ

て可能となった｡

温室技術開発の先駆者であるラウドンは1824年に 『温室の手引き ������� !"#$%�

&#'() *# 』 と題する温室技術の実用書を刊行した｡ ラウドンは初期の実験段階の温室のデザ
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インでは有用性に力を尽くしたが､ 温室技術に習熟するとしだいに装飾的な方面にも気を配る

ようになった｡ ラウドンは20歳の頃から実用性

一辺倒の温室に装飾的な要素を付け加えはじめ

た｡ 図は 『温室の手引き ���������	
���



�����
�』 に示された装飾的な要素を加えた

多角形の温室���������������������のデザイ

ンである｡ これは庭園の壁に沿った半円形の温

室で多角形にデザインされている (�� !��"

1825 (1824初版) ：17#18)｡

サイモン・シャーマは 『風景と記憶』 でラウ

ドンがおこなった温室の技術革新についてこう

評している｡

ルネサンス期の植物学者たちが一個の庭に

全世界を封入しようとした試みと19世紀帝

国主義の熱帯造園術のちがいは唯ひとつ､

後者における板ガラスが鉄という部材と結

び付いた産業革新というに

尽きる｡ これらがジョン・

クローディアス・ラウドン

考案のリッジ・アンド・ファ

ロウ工法とうまく合体した

時､ かつての温室が石組や

木枠の窓ということで強い

られていた制約が､ 燦と降

り注ぐ光の海の中､ あっさ

りと霧消した (シャーマ,

2005：647)｡

1831年にラウドンが敷地をデ

ザインしたバーミンガム植物園

にはガラスと鉄をエレガントに

使用した小温室が建設された

($�����!"2003)｡ バーミンガム
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図２ ラウドン 『温室の手引き&'�(����#)� ��
*�+,��-��』 (1824) 18頁

図３ ラウドンが1831年にデザインしたバーミンガム植物園では､
現在でも､ ラウドンを記念してラウドンテラスと名付けら
れたテラスがある｡ ラウドンテラスと示された標識の横で
は､ ラウドンの業績についてわかりやすく解説をしている｡
ラウドンテラスには､ エキゾチックな植物を植えた花壇が
あり､ 温室を背後にして､ 眼下には芝生が広がり自然風な
植樹をされた風景式庭園を望むことができる｡

(橘セツ撮影)



は､ ラウドンが1830年に結婚したジェーン・ウェブの出身地でもあった｡

ラウドンの死後､ 19世紀後半には温室のような建造物がますます盛んにつくられた｡ 博覧会

場や駅舎など時代の最先端を走る多くのロンドンの巨大公共建築は､ ガラスと鉄骨を使用して

巨大温室のように建築された｡

�) ラウドンの多岐にわたる活動：園芸雑誌の発刊､ 樹林園から庭園墓地のデザインまで

ラウドンは1809年にオックスフォードシャーのテウ・パーク�������で効率的なスコット

ランド式農業をイングランドに根付かせるために農業実務学校を設立し､ 1811年２月まで運営

した｡ またラウドンは樹木や園芸に関する百科事典など多くの園芸書を執筆し､ 園芸雑誌 『ガー

デナーズマガジン	
��
�
���
�
���
』 を1826年に発刊し､ 編集した｡

1803年以降ロンドンを活躍の場としたラウドンの園芸テーマは多岐にわたったが､ かれは生

涯を通じて都市の住民が憩う公園などの公共空間のデザインを探求した｡ ラウドンが20歳のと

きにはじめて執筆した園芸記事 ｢ロンドンの公共広場をピクチャレスクの利点を利用してレイ

アウトすることのヒント �������������������������� !�"����#�������#�$�� ����#%!��

&'#������(��$��)�����#���������#���'#��$*������+,｣ (『文学雑誌-�.
�
�/012��
3』 4564

(7��+31+1803)) はエディンバラ時代からコベントリー教授のもとで培ったピクチャレスク的

な風景デザインを都市の中で実践する利点について論じた｡

ラウドンは1839年にダービー樹林園7��%"8�%����#�をデザインするという仕事を受けた｡

ダービー樹林園は市民の憩う公園として最初期のものであった｡ ラウドンはダービー樹林園の

レイアウトに芸術と科学の融合を試みた｡ ダービー樹林園は樹木見本園であるので､ それぞれ

の樹木には樹木名のプレートが示され､ 樹木の種類に応じてグループに分けて植樹された｡ ダー

ビー樹林園は市民への教育と公園を散策するというレジャーが同時に可能となる場所となった

(9!!�������!+)2007；2011)｡

ラウドンはロンドンのような大都市には､ 計画的に緑地帯 (グリーンベルト) を配置するよ

うな都市計画を提案した｡ さらにロンドンの周りに衛星都市を計画的に配置することを計画提

案した｡ グリーンベルトと衛星都市というラウドンによる提案は､ 後に､ ハワード9%���:��

�����$によってレッチワース(���������のガーデン・シティ;��$��<��"によって結実した

(=�!!��)2010)｡

さらにラウドンはロンドンの人口過密が墓地不足の問題を生み出した点に注目した｡ ロンド

ンでは従来の英国の村落でのように教区の教会の庭の墓地では足りなくなった｡ そこで､ ラウ

ドンは公園墓地というアイデアを出し､ 樹木が美しく茂る公園の中に墓地を作り､ 市民の散策

の場所も提供した｡
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３) ピクチャレスクを超えて：庶民の住宅改良

ラウドンの活動は庭園デザインにとどまらなかった｡ かれは市民の生活を住環境の改良を通

じて改善し､ 人びとの幸福な生き方を追求するためにはどのようにすればよいのか考えた｡ ピ

クチャレスク愛好者の地主は､ 自らの地所に住む庭師などの労働者の小屋 (コテージ) は藁葺

きの屋根でツタやイバラが絡まり苔むした様子に趣を見いだし､ 美しいとみなした｡ たしかに

ツタやイバラの絡まる苔むした寂しげな家屋は､ ピクチャレスク愛好者が好むテーマで､ それ

らは絵画的で神秘的で趣があるかもしれないが､ このうらさびれた状態は､ 荒廃した状態だと

みなすこともできる｡ ジョン・バレル��������	

は 『風景の暗黒面：18世紀前半から19世紀

前半の英国絵画に描かれた村落の貧民��
�������
����
��������
���
������������������

��������� !"#�$%"』 (1980) において英国のピクチャレスクな絵画に描き込まれている貧民の

悲惨な生活状況について指摘している｡

ラウドンは小屋 (コテージ) に住む労働者の悲惨な住環境に目を向け､ より快適な生活を提

案するデザイン集である 『小屋 (コテージ)､ 農場､ ヴィラの建築と家具についての百科事典

１・２巻&����'����
�����(�����
)*��+)���,����&�����
����
���*�������
-)--.』 (1832/

1839) を著した｡ この著作でラウドンはデザイン的にもピクチャレスクで美しく､ 快適な住環

境を目指したコテージのあり方を提言した｡ コテージのデザインもタイプ別に分け､ 英国の伝

統にそったものから大陸からのデザインも取り入れたスイス風､ 北欧風などの新しいものも紹

介した｡ さらにラウドンは庶民が健康な生活をおくることができる住宅を追求し､ 室内に光や

新鮮な空気を取り入れるためのある程度大きな窓､ 暖房設備､ トイレなどの衛生的な側面から

住環境に配慮した美しいデザインの住まいを提案した｡

Ⅲ. 造園作家としてのジェーン・ラウドン：受け継いだ思想と実践

1830年ラウドンが47歳のとき23歳の小説家ジェーン・ウェブ���	0	11(1807－1858) と結

婚した｡ それ以降ラウドンが1843年に他界するまで､ ジョンとジェーンはラウドン夫妻として

一体になって助け合って生きた｡ ジェーンは女性園芸ライターとして園芸の著作を執筆し､ ジョ

ンの没後もかれの著作の改訂を続けた｡

１) ラウドンに出会うまでのジェーン

ジェーン・ラウドン (1807－1858) の人生は､ ビア・ハウ�	�2�3	による伝記 『みどりの

指をもつ女性：ジェーン・ラウドンの生涯4��'5���6�

�*���
�����
���
��7��
4�����.』

(1961) に描かれている｡ この伝記は1961年に､ 庭園についての雑誌を発行している出版社カ

ントリー・ライフ8�9�:�;<=>	社から刊行された｡ ジェーンの伝記のタイトルにある ｢みどり

の指?�		�>=�?	�@｣ とは､ 英国に独特の表現で､ 生まれながらにして植物を育てる園芸の才能

に恵まれたひとのことを指す｡ しかしながら､ もともとはジェーンの家族には､ 園芸や庭園に
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かかわるバックグランドは全くなかった｡

ジェーン・ウェブは､ 1807年に英国中西部の都市バーミンガムで生まれた｡ 父親はビジネス

マンであった｡ ジェーンの母は､ 彼女が12歳のときに亡くなった｡ 母が没した後､ ジェーンは､

父親とともにヨーロッパ大陸で数年をすごし､ 家庭教師について教育を受け､ 自宅にある蔵書

から学んだ｡ しかしながらジェーンの父もかのじょが17歳のときに亡くなってしまった｡

ひとり残されたジェーンは､ 文筆で身を立てることを決意した｡ ジェーンは1824年にはじめ

ての作品�������	
����を自費出版する｡ かのじょの才能を認めた文芸雑誌��
���������

�

の親切な編集者ウィリアム・ジョーダン�������������の援助もあり､ ジェーンは ｢ハンガリー

の物語��������������｣､ ｢歴史と年代記の対話 !�"����#�!��!����#!�$��� %�!�!�!�$｣ な

どの習作を重ねた (�!&�'1961)｡

ジェーンは､ 1827年に３巻の大作となる小説 『ミイラ()**�』 を発表する｡ これは物語の

舞台を未来の22世紀に設定した空想科学小説であった｡ 小説では､ 独身主義者の女王がおさめ

る社会で､ 社会改革主義者､ 発明家､ プランナー､ 労働者が風刺されている｡ 文明が極度に発

達したなか､ 神秘主義的信仰や偶像崇拝が行われる社会が小説では語られている｡ この小説で

は､ ジェーンは､ 煙に全く汚染されない方法を開発したロンドン､ テムズ川にそって階段状の

公園が設置されている都市の未来像を描いた｡ 当時まだ､ 実際に未知のものであった機械式の

芝刈り機の詳細についてジェーンは描き､ 空気で膨らませることのできる馬の動力などを小説

の中の発明家は産み出した｡ ジェーンは､ これらの知識を､ 子どもの頃､ ビジネスマンの父親

や友人のエンジニアたちが､ 最新の工業技術について話す食卓での会話に耳を傾けることから

も得たといわれている｡

ジョン・クローディアス・ラウドンは､ 小説 『ミイラ』 を絶賛した｡ ラウドンも寄稿してい

た雑誌の編集者のウィリアム・ジョーダンに頼んで､ 『ミイラ』 の作者とあって､ 小説の中に

描かれていた芝刈り機などの農業機械の構造について詳しく語り合いたいと願った｡ 実際にジョ

ンとジェーンが会ったのは､ 1830年２月であった｡ ジョンは 『ミイラ』 の作者が女性であった

ことに驚いた｡

意気投合したふたりは､ その年の９月に結婚した｡ ２年後の1832年10月28日にかれらにとっ

て唯一の子どもである娘アグネス+����がうまれた｡

ジェーンは､ ジョンとアグネスとの生活の中で､ 植物学､ 園芸､ 庭園についての知識をジョ

ンから吸収した｡ ジェーンは､ 『女性のための植物学,�
���-����	���.��/0�0)1����
��	)23


���
�
4�5�
)��16��
�*�-�1��
�7』 (1842) の冒頭で､ 植物学について､ 子どもの頃一度は､

植物の学名の複雑さに覚えるのをあきらめたと述べる｡ しかしながら､ 園芸や庭園に関わるた

めには､ 植物の名前をおぼえないといけないので､ 夫のラウドンについてまわって夫に聞きな

がら学習したと続けて語っている (����8!��!�'1842：�)｡

ジェーンは､ 植物に親しみ､ 庭園をつくり､ 世話をすることは､ 女性にとって､ 家庭の環境
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を整えるという意味でも､ レジャーとしても､ とても向いていることだとして､ ��������	

の作者名で女性の読者を対象に園芸についての啓蒙書を多く刊行し､ 版を重ねた｡

２) ポーチェスター・テラス�������	��
������での生活

ジョン・クローディアス・ラウドンはロンドンのベイズウォーター
���
����のポーチェス

ター・テラス�����������������に自身の邸宅を1823年にデザインし居住していた｡ ベイズウォー

ターは､ 広大な緑地であるハイドパークの北側にあり､ 当時はロンドンの郊外という位置づけ

であった｡ その地区は､ 当時､ 力をつけてきたビジネスや法律などのプロフェショナルな技能

を持った職業人の居住エリアとして人気がでていた｡ この住まいのことを､ ラウドン自身はヴィ

ラ�����と呼んでいた｡ ヴィラはもともとはイタリア語で､ 庭園もしくは農地と住居が一体化

したいなかの別荘である｡ イタリアでは上層階級が理想としていたライフスタイルがヴィラで

実現していた (��������	�1990)｡ ポーチェスター・テラスの自宅でかれは半エーカーの土地

に庭園をつくった｡ ジョン・ラウドンが著し､ ジェーンが改訂した著作 『ヴィラの庭師：郊外

のヴィラ住宅の選択に向けて ��� ���� 

! "#�$�"%&'()"�*�$+,��&�'�-�'. /010"1 $

���� 2�*�#�$-�3』 (1850) において､ ポーチェ

スター・テラスのかれら自身のヴィラが詳述さ

れている (�����	�1850：1344145)｡ この建物

には､ 通りに面した正面の中央に半円形に突き

出したガラスと鉄骨によるドーム状の屋根を持

つ温室��	���������がデザインされている｡ 外

から見ると､ １軒の建造物であるが､ 建物内部

では､ 正面から見て中央で左右に区切られた２

世帯の住宅であることが図４から読みとれる｡

通りから正面に向かって､ 南側の右半分の番地

が３ポーチェスター・テラスで､ 北側の左半分

が５ポーチェスター・テラスとなっている｡ ５

ポーチェスター・テラスには､ ジョン・ラウド

ンの母親とかれの２人の姉妹ジェーンとメアリー

の３人が住んでいた｡ ３ポーチェスター・テラ

スには､ ジョンが住んでおり､ 1830年９月14日

に花嫁ジェーン・ウェブを迎え､ ふたりの新婚

の住まいとなった｡

ラウドンは自宅に､ プライベートな空間 (ダ
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図４ ３ポーチェスター・テラス 3����������
�������のラウドン夫妻の自宅と庭のプ
ラン｡ (出典：�����	(1850) ������� 
! "#�$�"：135頁)



イニングルーム (�)､ 書斎

( �) など) とともに､ 当時刊

行していた園芸雑誌�����	��
�

��
���	�の編集部のオフィス

を東側の部屋 (�) においた｡

ラウドンは､ 先に述べたように

温室������������を西側 (�)

に配置した｡ この温室は､ ラウ

ドンの自宅の際だった特徴となっ

た｡ ラウドンは､ 著書 『温室の

手 引 き ��� ����	��� ��

!�"#�	��	』 (1824) において

も建築物に温室������������を

付随させるというデザインのア

イデアを推進していた｡ かれは､

冬暗く､ 雨の多い英国の気候の

なかで､ 少しでも多く日光を取

り入れ､ 室内の庭として植物の

ある空間を取り入れた｡

また採光のためにガラスの屋

根をつけたベランダが家屋の３

面を囲っている｡ この屋根のあ

る廊下は､ ジョン・ラウドンの

母親をはじめとする女性たちが､

どんな天候でも､ 歩きまわり､

運動を行うことのできるスペー

スとして活用した｡ (ラウドン

の母は1831年10月に亡くなった｡)

半エーカーの庭に､ ラウドン

夫妻は､ 多くの木々とともに､

果樹､ 野菜を植えた｡ この庭は､ ラウドン夫妻と娘アグネスで､ 計画的に世話をした｡

ジェーンは､ ３ポーチェスター・テラスに新婚の花嫁として23歳でやってきて以来13年間ジョ

ンとともに３ポーチェスター・テラスを我が家としてはぐくみ､ 家事全般をとりしきって暮ら

した｡ 1843年のジョンの没後も､ ジェーンは娘のアグネスとともにさらに15年間､ 1858年７月
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図５ ３ポーチェスター・テラス 3%���������&������のラウドン
夫妻の自宅｡ 建物のみ現存している｡ 半エーカーのかれら
の庭園は現在は存在しない｡ (橘セツ撮影)

図６ ３ポーチェスター・テラスの建物の壁にはロンドン市によっ
てブループラグが表示されていて､ かつてラウドン夫妻が
ここに居住したことを記念している｡ ブループラグには
｢ここにジョン (1783－1843) とジェーン (1807－1858)
ラウドンが住んだ｡ かれらの園芸にかんする働きのおかげ
でロンドンの広場にはあらたな美が与えられた｡ '���
(���)*���1783+1843 ��)*���1807+1858 ,�-)����������+
���-(�-��(.��/������.0��-����,��)��12-����｣ と語
られている｡ (橘セツ撮影)
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に51歳で他界するまでポーチェスター・テラスを愛着のある我が家とした｡

３) 合理的に楽しんでいなかで生活するために

ジェーンは 『レディのためのいなか必携：どのようにいなかの生活を合理的に楽しめばよい

のだろうか�������	
��
�����������������������������
�������������������』 (1852)

を刊行した｡ これは､ ジェーンの友人のアニーとの書簡の形式のつくりとなっている｡ アニー

は都市で生まれ都市の生活を楽しんできた少女であった｡ このアニーが結婚して､ いなかに住

みカントリー・ハウスの女主人として家を管理しなければならない立場となった｡ 都市生活が

大好きなアニーはいなかの生活､ しかも大きな家を女主人として管理しながら生活することに

とまどっていた｡ アニーは､ 20

部屋以上もあるような大きい家､

しかもうす暗く､ 重苦しく､ 埃っ

ぽい､ 寒々しい雰囲気の家をど

のように､ 快適な家とするのか

について苦心していた｡ このよ

うなアニーの悩みに､ ジェーン

が､ 科学的・合理的な方法で具

体的に改良����� !�!"#の方策

をアドヴァイスしたのが本書で

ある｡

図７は､ アニーが嫁いだ直後

のカントリー・ハウスの状態で

ある｡ ジェーンは､ まずアニー

に家屋のそばの大きな針葉樹の

レバノン杉やスコッチ・パイン

を直ちに伐るようにとアドヴァ

イスする｡ 部屋に日光が入らず､

寒々とした印象を与えるのは､

これらの大きな針葉樹が影をつ

くり､ 日光と風の流れを遮って

いるからだと説く｡ 木を伐れば､

暖かい日光も窓から入ってくる

し､ さわやかな風と明るい眺め

を得ることができる｡ アニーは､
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図８ アニーの住むカントリー・ハウス､ ジェーン・ラウドンの
改良案 (出典：%&"!'�()�"(1852) �������	
��
����
���������： �頁)

図７ アニーの住むカントリー・ハウスの元の状態､ ジェーン・
ラウドンの改良する前 (出典：%&"!'�()�"(1852) ���
����	
��
�������������：４頁)



このスコッチ・パインは夫が幼少時代からずっ

とこの家にあり､ かれらに馴染んだ風景である

ので､ 木を伐るように夫に頼むことはしのびな

いと躊躇していた｡ しかしながら､ ジェーンは､

主張した｡ 家のそばにある育ちすぎた針葉樹を

伐ることによって､ 得ることのほうが多いと｡

これらの木を伐ることで､ この家に住む皆の健

康を得ることができる､ さらには､ 快適な家と

幸せを得ることができると説得する｡

図８と図９のプランにみるように､ 家の周り

に影をつくる巨大な針葉樹をすべて伐ったのち､

ジェーンは家の東側には､ 窓からも眺められる

ように花壇を配置した｡ とくに朝を過ごすモー

ニング・ルーム (図９の２の部屋) には､ 明る

い日差しがふりそそぐようにしなければならな

い｡ ジェーンは､ 毎朝､ 窓をかならず開けて空

気を入れ替えなければならないと説く｡ ジェー

ンは､ 新鮮な空気の流れは大切であり､ 毎朝窓

を開け､ 日光とともに新鮮な空気を家に通すこ

とによって人びとは健康な生活を送ることがで

きると科学的に合理的にアニーに説明する｡

家の東側には､ 窓からも眺められるように新

しく花壇を配置したが､ それらの花壇の花がじゅ

うぶんに育って見頃を迎えるまで､ ジェーンはモーニング・ルームの窓辺に鉢植えの植物をい

くつか置くようにとアドヴァイスした｡ ゼラニウム２鉢､ 大きなヒメツリガネ ������

��	�
�������､ ヒメハギ����
��������������､ フクシア２鉢ほどで充分である｡ 植物を窓辺にた

くさん置きすぎて温室のようになるのは避けなければならないと行き過ぎも戒める｡ バランス

が大切だとジェーンは説く｡

部屋に置く調度品のアドヴァイスとして､ ジェーンが強調するのは､ とくに昼間に使用する

部屋の壁に掛けられた装飾品のタペストリーを外すことだ｡ 年代物のタペストリーは部屋の中

に重々しい雰囲気をつくり､ さらに埃をひきよせる｡ 人びとが埃っぽい部屋で長くすごすと健

康を害する｡ ジェーンはタペストリーの代わりに壁を好みの色に塗るか､ もしくは､ 明るい壁

紙を貼るようにとアドヴァイスする｡

以上のように､ アニーへの第１～３書簡をみただけでも､ ジェーンが､ 科学的・合理的な方
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図９ ジェーン・ラウドンによるアニーのカン
トリー・ハウスの邸宅の周りの植栽のプ
ラン (出典：���������� (1852) ���
������ !"#$%� !&'�#(!#：17頁)



近代英国のガーデニングとモラル ジョン・クローディアス・ラウドンとジェーン・ラウドン夫妻の思想と実践からの考察

法で家に対する悩みについて具体的にアドヴァイスしていることが理解できる｡ ジェーンは主

婦のためのライフスタイル・アドヴァイザーの先駆けであった｡

Ⅳ. おわりに： ｢庭らしい庭｣ ガーデネスクをめぐって

ジョン・クローディアス・ラウドンの名が造園に関して後世まで記憶されるのはガーデネス

ク��������	
�の提唱者としてでもあった｡ ガーデネスクとは端的にいうと ｢庭らしい庭｣ (川

崎, 1991：179) で､ ラウドンがはじめて1832年に 『ガーデナーズマガジン ��
����
�

��������』 の８号 (����1832) で定義した｡ ラウドンが定義したガーデネスクは個々の植物が

そなえている自然の特徴を存分に発揮できるように植えるデザインのスタイルである｡ ラウド

ンは庭園でだけ見られる庭園らしい状態を指し示すものとしてガーデネスクのタームを使った｡

植物をただ不規則に自然のままに植えるのでは自然と庭園の区別がつかない｡ ラウドンがガー

デネスクで重視したのは､ 本来の自然の状態ではそこに存在しないような一目で外国産だとわ

かるようなエキゾチックな植物を庭園に導入することによって人工の手が加わった､ いわば自

然の芸術を庭園につくりあげることであった｡ 庭園の芸術の程度を高めるためには､ 外国産の

目を引き､ 目を楽しませることのできる植物を導入することが必要であった｡ ラウドンは､ 庭

園でしか実現できないような芸術をガーデネスクとして目指した｡

ラウドンの没後､ 幾何学的な整形式な花壇と自然風の風景式庭園の両方を混在させて大小ど

ちらの庭にも合うように盛り込んだ庭園スタイルが ｢ガーデネスク｣ としてヴィクトリア時代

にもてはやされた｡ これはエドワード・ケンプ����������が 『小さな庭のつくりかた�� 

!�"�#�$!�%&�""��
���'』 (1850) で提示したケンプによるガーデネスクの解釈であり､ 本

来のラウドンの意図することからはずれていた｡ ヴィクトリア時代にガーデネスクはラウドン

自身の意味するところをはなれて広まっていった｡ 『オックスフォード庭園事典 ()*�
�

+&,�����!���
����』 (1986) にはガーデネスクは ｢ヴィクトリア時代の発明｣ であると書か

れている (-./0��10����20�319864212)｡

ジョン・クローディアス・ラウドンとジェーン・ラウドンはともにどのような園芸の実践に

よって人間は幸福になれるかという問題を探求した｡ ラウドン夫妻にとって園芸デザインにか

かわる仕事は都市やいなかに居住する人びとの幸福な生き方をいかに追求できるかということ

が重要であると考えられた｡ かれらの庭園や都市のデザインはモラルの実践の場所であった｡
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